
競輪補助事業完了のお知らせ

 このたび平成２０年度 競輪補助金を受けまして、下記の事業を完了すること

ができました。

 ここに事業完了のご報告を申し上げますとともにご協力を賜わりました関係

各位に対しまして、謹んで感謝の意を表します。

記

一、 事 業 名 平成２０年度 福祉車輌の整備補助事業

一、 事業の内容 福祉車輌整備（移送者Ⅰ 一台）

助手席リストアップ車

トヨタ ポルテ ウエルキャブＡタイプ

四ＷＤ 五人乗 １５００ＣＣ

一、 補 助 金 額 １，０５０，０００円

一、 実 施 場 所 北杜市長坂町小荒間１２９３番地

一、 完了年月日 平成２０年７月４日

社会福祉法人 愛寿会

理事長 小澤 澄夫



 

         㧶㧷㧭㧶㧷㧭㧶㧷㧭㧶㧷㧭ࠝࠬ࠻ࠝࠬ࠻ࠝࠬ࠻ࠝࠬ࠻ഥᬺቢੌഥᬺቢੌഥᬺቢੌഥᬺቢੌ߅߅߅߅ߩߩߩߩ⍮⍮⍮⍮ߖࠄߖࠄߖࠄߖࠄ    

    

ᬺߩ⸤ਅޔߡߒ߹ߌฃࠍഥ㊄ࠬ࠻ᐔᚑ㧞㧞ᐕᐲ㧶㧷㧭ࠝ߮ߚߩߎ    

 ޕߚߒ߹߈ߢ߇ߣߎࠆߔቢੌࠍ

㑐ଥฦߚߒ߹ࠅ⾦ࠍදജߏߦ߽ߣߣߔ߹ߍߒ↳ࠍႎ๔ߏߩᬺቢੌߦߎߎ

 ޕߔ߹ߒࠍᗧߩ⻢ᗵߢࠎ⻯ޔߡߒ߹ߒኻߦ

 

 

⸥ 

 

 ᑪ▽ᢛഥᬺߩ ᬺ ฬ  ᐔᚑ㧞㧞ᐕᐲ ᬺᚲ㧔㓚ኂ⠪㧕 ޔ৻

 ᐔደᑪ৻ ᑪ▽ᢛ߈߱᧼㍑ࠠ࠶ࡔౝኈ  ᧁㅧ㋦ߩᬺ ޔ৻

          ᑧᐥ㕙Ⓧ 㧝㧞㧝ট 

           ᬺቶ㧝  60ট , ᬺቶ㧞  36ট ઁ 

  

 

 ഥ㊄㗵   㧝㧟,㧢㧞㧥,㧜㧜㧜 ޔ৻

 ታᣉ႐ᚲ   ർ᧡Ꮢ㐳ဈ↸ዊ⨹㑆㧞㧣㧙㧠⇟ ޔ৻

 ቢੌᐕᣣ  ᐔᚑ㧞㧟ᐕ㧝㧝㧥ᣣ ޔ৻

 

                    ␠ળᴺੱ  ᗲኼળ 

                                           㓚ኂ⠪ᡰេᣉ⸳ ╙ੑੳ↢ 

                       ℂ㐳  ዊỈ Ẵᄦ 

 

 



競輪補助事業完了のお知らせ 

 

この度平成２５年度競輪補助金を受けまして、下記の事業を完了することが

できました。 

ここに事業完了の報告を申し上げますとともにご協力を賜りました関係各位

に対しまして、謹んで感謝の意を表します。 

 

 

記 

 

一、 事業名    平成２５年度 福祉車両の整備補助事業 

一、 事業の内容  福祉車両整備（移送車２  一台） 

          スロープ式車椅子搭載車両 

          トヨタ ヴォクシー ウェルキャブ 

          ４ＷＤ 定員７名（車椅子搭載時５名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一、 補助金額   １，８７５，０００円 

一、 実施場所   北杜市長坂町小荒間１２９３ 

一、 完了年月日  平成２５年９月６日 

 

社会福祉法人  愛寿会 

理事長  小宮山 光彦 



競輪補助事業完了のお知らせ 

この度、２０２４年度の公益財団法⼈ＪＫＡによる競輪の補助を受けて、以下の事業を完
了いたしました。本事業の実施により、特別養護⽼⼈ホーム２６床、ショートステイセンタ
ー６床、グループホーム１８床の計５０床に「眠りSCAN」を導⼊いたしました。 

記 

補 助 事 業 名 ２０２４年度 福祉機器の整備 補助事業 
事 業 の 内 容 ⾒守り⽀援システムの整備 
補 助 ⾦ 額 ７，３６１，０００円 
実 施 場 所 ⼭梨県北杜市⻑坂町⼩荒間１２９３番地 
完 了 年 ⽉ ⽇ 令和６年８⽉２６⽇ 

ここに事業完了の報告を申し上げますとともにご協⼒を賜りました関係各位に対しまし
て、謹んで感謝の意を表します。 

社会福祉法⼈ 愛寿会 理事⻑ ⼩宮⼭ 光彦 

「眠りSCAN」は、利⽤者の睡眠状態をリアルタイムでモニタリングするシステムで、各
ベッドに設置されます。センサーはマットレスの下に取り付けられ、モニタリングデバイス
と接続されます。これにより、適切なケアを提供し、体調変化を早期に察知して事故や健康
トラブルの予防が可能となります。導⼊により、利⽤者の⽣活の質が向上し、夜間の安⼼感
や快適性が⾼まります。また、リアルタイムデータの提供によって介護職員の負担が軽減さ
れ、巡回や確認作業が効率化されます。さらに、安全性も向上し、迅速な対応が可能となり、
事故や健康トラブルのリスクが低減します。

今後も、利⽤者の⽣活の質の向上と介護職員の業務効率化を追求し、サービスの充実を図
って参ります。 

【眠りSCAN設置写真】 【眠りSCAN管理サーバー写真】 



整 理 番 号 2024M-147 

補 助事業名 2024年度 福祉機器の整備 補助事業 

補助事業者名 社会福祉法人 愛寿会 特別養護老人ホーム仁生園 

                   仁生園ショートステイセンター 

                   グループホームやすらぎ 

グループホームこあらま 

１ 補助事業の概要 

超高齢化社会により介護施設での夜間転倒・転落、体調低下のリスクが増加し、職員

の負担も大きくなっています。これを解決し、介護の質の向上や個別ケアを実現するた

め、見守り支援センサーシステム一式（「眠りスキャン」パラマウントベッド株式会社）

を導入し、リアルタイムでの見守り体制を構築することを目的としました。 

 

２ 予想される事業実施効果 

1. 安全性と健康管理のさらなる向上 

① 予防的ケアの強化 

睡眠データの蓄積により、将来的に転倒やその他の健康リスクを予測し、予防

的なケアが強化されると期待されます。 

② 早期診断の促進 

睡眠パターンの異常を早期に検知することで、認知症や睡眠障害などの早期診

断が促進される可能性があります。 

2. ケアの質のさらなる向上 

① パーソナライズドケアの深化 

より詳細なデータ分析により、個々の利用者に合わせた高度なパーソナライズ

ドケアが可能になると考えられます。 

② ケアプランの精緻化 

長期的なデータを基に、利用者の状態に応じたより精緻なケアプランの作成が

可能になります。 

3. 効率化と業務負担のさらなる軽減 

① AI の活用 

AI 技術を活用したデータ分析により、異常検知の精度が向上し、スタッフの

業務負担がさらに軽減されると予想されます。 

② リモートモニタリング 

リモートでのモニタリング技術が進化することで、見守りがより効率化される

可能性があります。 

4. 家族への貢献 

① 家族との連携強化 

家族が利用者の状態をデータに基づいて把握できるようになることで、家族と

の連携が強化され、安心感が増すと期待されます。 

 



5. 未来の医療・介護の進化 

① テレケアの普及 

将来的には、テレケア（遠隔医療・介護）が普及し、都市部と地方間の医療・

介護格差が縮小されることが期待されます。 

② 教育・トレーニングの高度化 

見守りシステムを活用したケアスタッフの教育・トレーニングが高度化し、ス

キルアップが図られる可能性があります。 

 

これらの予想される効果により、「眠り SCAN」は今後ますます重要な役割を果たし、利

用者の健康・福祉の向上、ケアの質の向上に貢献することが期待されます。 
 

３ 本事業により導入した機器 

① 見守り支援センサーシステム一式 （パラマウントベッド株式会社 眠りスキャン） 

(http://aijyukai.com/pdf/download/20080730jigyoukanryou.pdf) 
パラマウントベッドの「眠りスキャン」は、ベッド下に設置するセンサーで睡眠状態

をリアルタイムにモニタリングします。データは専用ソフトで管理し、Wi-Fi通信が可

能です。利用者の自然な睡眠を妨げず、効果的な見守りを実現します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



設置場所 

● 特別養護老人ホーム仁生園 

● 仁生園ショートステイセンター 

● グループホームやすらぎ 

● グループこあらま 

 

② 本事業に係る印刷物等 

社会福祉法人愛寿会の機関紙 愛寿会だより 

 (http://aijyukai.com/pdf/newsletter/AijyuenDayori256.pdf) 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 事業内容についての問い合わせ先 

団 体 名： 社会福祉法人 愛寿会 （シャカイフクシホウジン アイジュカイ） 

住  所： 〒408-0031 

山梨県北杜市長坂町小荒間1293番地 

代 表 者： 理事長 小宮山 光彦（コミヤマ ミツヒコ） 

担当部署： 法人事務局 

担当者名： 事務企画部長 坂本 仁（サカモト ヒトシ） 

電話番号： 0551-32-3340 

F  A  X： 0551-32-3546 

E - m a i l： jinseien@poem.ocn.ne.jp 

Ｕ Ｒ Ｌ： http://aijyukai.com 
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